
 

 

 

 

 

 

岩槻小シンボルの大イチョウはすっかり葉が落ち、寂しい姿になって 

しまいました。春までゆっくり待ちます。植物というものは不思議なも 

ので、四季をしっかり認識しているようで、その季節になると花を咲か 

せたり、葉をつけたり 1 年のサイクルが整っているから不思議です。 

 

「も～い～くつ寝ると お正月」🎵  あと 1 週間ほどで新しい年を迎えますね｡ 

２学期８０日が今日で終わります｡そして､令和７年がもうすぐ終わろうとしています｡汗

が噴き出るような暑い８月２７日水曜日(晴)､２学期のスタートでした｡暑い暑い夏のスター

トから､朝は氷点下に迫りそうな気温となる２学期終了まで､季節の移り変わりを肌で感じ

た２学期でした｡いろいろな行事､日々の授業､忙しい中でも充実感のあった２学期でした｡

間近で接しているとなかなか子どもたちの成長を感じられませんが､ひとまわりもふたまわ

りも成長した２学期だったように思います｡ 

さて､そんな２学期をどう振り返るか？日々の授業､日々の生活､それぞれの行事､２学期

全体の振り返りから何を学ぶか・・・｡  振り返りの効果は次のようなことが考えられます｡ 

・学んだ内容の定着・・学んだ知識やスキルが記憶に定着しやすくなります｡一度経験したこ 

とを振り返ると､それが頭の中で整理されて､理解が深まります｡ 

・自分の強みと弱みをとらえる・・自分が得意な部分や改善が必要な部分を明確にすること 

ができ､これによって､次にどのように学びを進めるかを考えられます｡ 

・学びの効率化･･効果的だった学び方(練習方法)や逆に効果が薄かった方法が分かります｡ 

その結果､より効果的な計画を立てることができます｡ 

・目標とのギャップの確認・・目標に対して､どの程度進捗があったのかを確認できます｡も 

し目標に届いていなければ､その理由を振り返ることで改善点をみつけていきます｡ 

・モチベーションの向上･･成功体験や達成感を振り返ることで､自分の成長を実感し､さらな 

る学びへの意欲を高めることができます｡また､課題が見つかって 

も､それに対処することで前向きに取り組む気持ちが生まれます｡ 

振り返りを､定期的に行うことが成長を支える重要なプロセスになるでしょう｡頭の中で

の振り返りだけでなく､言葉にする､言語化する(文章に書く)ということを行うことで､自分

の考えや思いが具体的となり､明確化することができます｡そして､思いや気持ちを表現する

と「自分には価値がある」と感じられ自己肯定感が向上するのです｡振り返りは子どもたちの

成長に欠かせないと思います｡そして､私たち大人は､子どもたちの振り返りを人と比べるの

ではなく､その子の過去と比較して成長を認め､ほめていくことが大切ではないでしょうか｡ 

子どもたちの一歩一歩のステップを支えていきましょう｡ 

 是非､新年を迎える前に２学期を振り返り､また新たな年につなげていきましょう｡ 

令和７年が皆様のご理解とご協力により無事に終わろうとしています｡ 

本当にありがとうございました｡令和８年も引き続きよろしくお願い 

いたします｡ 

よいお年をお迎えください｡ 
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       〒339-0057 さいたま市岩槻区本町 5-6-45 TEL048-756-3341   
      ＨＰ https://iwatsuki-e.saitama-city.ed.jp  

 

令和 7 年 12 月 24 日(水)12 月末号 学校の教育目標 

  豊かな心をもち、自己

の能力（よさ）を最大限に

発揮できる、心身共に健全

な子どもの育成  
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


